









































　Hakui City （in Ishikawa Prefecture） has formulated plans for developing and making 
use of the Jike Site （寺家遺跡）, a National Historic Site of Japan. Jike Site comprises the 
remains of a place of worship, which has provided invaluable insight into Keta Jinja （気多
神社）, a shrine that dates back to the 8th and 9th century. Archeological surveys of the 
site provide insights into the history of Keta Jinja, the highest ranking shrine in the Noto 
Peninsula, such as how it was originally founded, how it developed over time, and what 
beliefs were associated with the shrine. Given that the site offers such historical value, we 
must ask the question : how can we communicate this value to local people, and how can 
we pass it on to future generations? 
　Hakui City has numerous other historic sites. In my view, each site is a “living” treasure 
in that it has its own particular historical background and reason for existing. It is up to 
local residents to preserve and communicate such sites. When people start forgetting about 
the site, it starts to die. That is why it is so important to create a system that encourages 
as many residents as possible to involve themselves with the site. These activities must 
be enjoyable for the residents. I want to advocate a system that allows many people to 
involve themselves with the preservation of and to make use of Jikei Site and, in so doing, 










































































































































































































図 4　保存と活用を両立させるための「整備」 図 5　史跡吉崎・次場遺跡での整備活用
羽咋市の史跡の保存と活用 －史跡寺家遺跡の整備にむけて－
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発掘調査においては、その位置、層位、形状な
どの出土状況等の本来有する情報を可能な限り
詳細な記録として残したうえで、遺跡から切り
離す必要がある。したがって、記録保存の場合
は、発掘調査後に現代人との関係を繋ぐものと
して「報告書」というかたちで新しい生命を吹
き込む保存の方法とも言えよう。報告書は、消
滅あるいは人間との関わりが断たれた遺跡のこ
とを記録した唯一の媒体としてそれ自体の保存
が必要であり、その後の活用に供することで、
文化財保護を達成しようとする方法と言える。
　一方で、国指定史跡は、そこに遺跡がある理
由や文脈と共にある不動産としての全体である
ことが重要であるから、そこに「在り続ける」
ことが求められる。現地保存が宿命づけられた
史跡は、地域に生きていかなくてはならず、そ
うでなければ、文化財保護の目的は達成できな
いと考える。遺跡や文化財は、地域に「活かす」
といった活用の方向性が語られがちだが、遺跡
を生命として考えた場合に、地域に「生かす」
ものでなくてはならないと考えている。だから
こそ、遺跡が地域において死なずに生き続けて
いくためには、人が、地域が、関わり続け、育
てるようにして見守っていく必要があると考え
る。（図 6 ）
　遺跡の保存を万全にすると同時に活用のため
の環境を整え、価値の普及事業を実施すること
で、遺跡が人々の意識にずっと残り続ける存在
になることができる。逆に言えば、人々の意識
から遺跡のことが忘れられはじめた時が「遺跡
の死」の始まりと考える。寺家遺跡は、発見以
来40年が経過している。この間、発掘調査には
多くの人が関わり、「すごい遺跡が羽咋で見つ
かった」と注目され知られてきたが、これまで
は、史跡指定による保存のための調査研究に主
軸が置かれてきたため、意識の風化が始まって
いると感じている。これからは、その価値を伝
える活用事業を主軸にし、遺跡を舞台に交流普
及し価値を知る活動をしていかないと、意識の
風化は進行していってしまう。今回の史跡整備
は、寺家遺跡の価値を現代的に再度検証したう
えで、ふたたび伝えなおし、遺跡がそこに在る
理由・文脈を地域と共有し、人が関り続けてい
く仕組みを作っていくための基盤づくりと位置
付けている。この作業の延長線上に、地域に生
き続ける遺跡を実現したいと思うし、遺跡が現
地保存されていることの意味を地域の原動力＝
「生命」とし、文化財を活かしたまちづくり・
ひとづくりに寄与していきたいと考えている。
５．遺跡を長生きさせるのは誰か
　寺家遺跡を「地域に生きる遺跡」として次世
代に継承し、守り・伝えていくこと、すなわち
「長生き」させていくためには、誰がどのよう
に関わっていくのがよいだろうか。史跡整備事
業では、その方法も検討し、実現していく必要
がある。
　史跡指定された遺跡は、そこに存り続けるこ
とが前提となる不動産という点をあらためて認
識しなくてはならない。遺跡は、その土地と切
り離すことはできないため、史跡の環境整備に
より、地域の人々が遺跡につどい関わろうとす
る関係性が必要となる。遺跡は、それを記憶
し、伝えようとする人々がいないと、次世代へ
継承することが困難という特徴がある。同じ指
定文化財でも、美術工芸品、古文書類、考古資
料などをはじめとする有形文化財の動産資料
は、博物館等において保存・展示が可能である
ため、それを記憶し伝える主体としては、地域
の関りの介在が希薄であっても博物館や所有者
において存続可能であると考える。一方で、遺
跡や記念物は、土地に密着して存在しているた
め、その保存・活用については、地域の人々の
積極的な関わりが必要なのである。この意味に図 6　遺跡を「活かす」と「生かす」
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文化遺産の発信地としての博物館
おいて記念物は単なる“モノ”ではないと言え
るのであり、史跡とともに生き続ける地域の
“人”との関わり方も考える必要がでてくる。
　この遺跡の保存と活用に関わる人々のなかに
は、もちろん行政がある。行政は、文化財保護
法上の史跡として当然関わり続け、必要に応じ
て適切な措置を行うことが責務だが、自治体に
よっては、埋蔵文化財担当職員が配置されてい
ないケースもみられる。行政においては、これ
を適切に執行するための専門性を有する担当職
員は必須であると考える。しかし、熱心な担当
者がいれば史跡の保存と活用は進み、そうでな
ければ後退するといったことがあってはならな
いとも考える。そうならないために行政の遺跡
への関わり方の特徴として「計画」の策定が必
要になってくる。しかし、超長期の視点で見れ
ば、史跡が土地に密着した存在であるがゆえ
に、行政だけの力では、おのずと限界があるの
は自明であり、地域と連携・協働する仕組みの
構築とその計画づくりが必要となってくる。多
くの遺跡で「保存会」や「守る会」などが組織
され、価値の普及事業による活用が主体的に行
われているが、行政と地域の連携と役割分担に
よる持続可能性の検討は欠かせない事項であ
る。史跡を含む記念物の場合は、行政、地域の
どちらか一方だけでは、文化財保護は達成でき
ないのである。両者の一体的な協働が必要であ
り、究極的には「遺跡を守り伝えるのは人に他
ならない」と言えるだろう。
６．おわりに
　人は、長くて100年あまりしか生きることは
できない。寺家遺跡は、100年後も200年後もそ
こにずっと生き続けなくてはならない。遺跡は
地下に存在するため、人にとっては、普段の生
活からは縁遠い存在でもある。もしも、遺跡の
存在が人々の意識から忘れられてしまったと
き、無意識・無自覚のまま現状変更が行われ遺
跡を損壊してしまうことがあるかもしれない。
そうならないためにも、それを整備によって遺
跡の存在を顕在化し、地域で活用して伝えてい
く必要がある。行政と地域が連携して役割を確
認し、遺跡の価値を能登・羽咋の地域の歴史と
して把握し、それを地域の財産として共有して
いく方向性をイメージしている。
　この実現のための第一歩が史跡寺家遺跡の整
備基本計画の策定である。遺跡の価値を保存・
活用し広く知ってもらうためのハード的・ソフ
ト的な環境整備を行い、人が、地域が、遺跡に
関わり続ける仕組みを、今後の整備事業のなか
で考え、実現していきたいと思う。
